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熊本県でＮＰＯが進めてきた
学校への日本語指導員派遣
10年間の取り組み
～現状と課題～
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ＮＰＯ法人「外国から来た子ども支援ネットくまもと」
２００９年～活動開始

１．日本語指導「くまもとこどものにほんご」

２．高校進学支援
「外国ルーツの生徒と保護者のための進路ガイダンス」

（毎年７月）
３．仲間づくり
「外国ルーツの生徒交流会」（毎年３月）

４．教科学習支援と居場所づくり
「おるがったステーション」（毎週日曜日）

５．人権講演会・研修会・地域日本語教室



熊本県の子どもたちへの日本語指導

日本語指導が必要な児童生徒数（２０１８年度調査）全国 50,759人

熊本県 134人

１９９０年～熊本市の小中学校で日本語指導開始
１９９９年～日本語指導センター校開設

当時、熊本市、菊陽町以外
では日本語指導がなかった。

３

散在地域



ＮＰＯ法人外国から来た子ども支援ネットくまもと
「くまもとこどものにほんご」

＜目標＞
熊本県に編・入学してくる外国人児童生徒
のすべてが日本語指導をうけられること

４

２００９年～活動開始

＜現在の指導状況＞
・児童生徒数 ３０～４０名（1年間）
・指導期間 １～２年間（1人につき）
・指導時間 １５０～３００時間（1人につき）
＊日本語指導員（有資格者） １５～２０名

委託を受ける市町村が
次第に増えていった。

（現在１７市町村）



日本語指導の流れ（受け入れから指導開始まで）

５

市町村
教育委員会

当ＮＰＯ

１

２
３

レベルチェック → カリキュラム、スケジュール表作成
→ 日本語指導の記録 → 年度末報告書



熊本県の小中学校で日本語指導を実施している
市町村(20／45） ２０２０年８月現在

６

当ＮＰＯが実施(1７)

市が実施(2)

民間団体が実施（１）

空白地域（２５）



１０年間の成果

①委託市町村を17まで増やすことができた。

② 各市町村との連携が取れ、子どもたちのケアが細やかに
できるようになった。
③日本語指導員の質を高め、一定の指導レベルを確保できた。

④研修会、講演会を通して、学校の先生方の外国ルーツの
子どもたちへの理解が深まった。

⑤進路ガイダンス、生徒交流会、日本語教室などの活動を通し
て、子どもたち同士や支援者間のネットワークが広がった。

７



① ダブルリミテッド状態の子どもが増えている。（約半数）

② 授業についていけなくなった子どものやる気を引き出し、
力をつけるのは難しい。経験と根気と長期にわたる支援が
必要である。（あきらめない、叱らない、観察と工夫）

③ 非漢字圏出身の子どもの漢字学習は、市町村の予算では
指導時間が足りない。

④ ダブルリミテッド状態なのか、もともと特性があるのか
判断がつかないケースも多い。

【 現状と課題 １ 】子どもたち

８



【現状と課題 ２ 】日本語指導の地域間格差

熊本県 日本語指導がある市町村は半分以下（２０／４５）
全国 日本語指導を受けている児童生徒７７％

①遠くまで行けない
（片道３０ｋｍ以上）

③ＮＰＯの運営体制
を維持できない

②指導員が足りない

交通費・移動の時間

子どもの指導には専門性が必要
若い指導員は生計が成り立たない

運営業務は全てボランティア
９

空白地域を
なくしたいが
ＮＰＯだけでは
限界がある。
県教委が主体と
なって取り組む
べき！



１．市町村で人材（有資格者）の確保、養成、研修を行い、
必要な子どもがすぐに指導を受けられる体制を整える。

２．全市町村に子どもたちが通える地域日本語教室を作る

３．全市町村に外国ルーツの子どもの相談窓口設置

日本語指導の地域間格差をなくすには？
今後について提案

１０

県教委が主体となってＮＰＯと協働
した全県的なシステム作りをする



活動の様子

お花見 カヌー体験

事務局勉強会
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